
山
梨
県
公
報
号
外　
　

第
五
十
六
号　
　

令
和
二
年
十
二
月
二
十
五
日

定
価（
消
費
税
込
）一
箇
年　

一
七
、六
〇
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
。）

一

金 曜 日

号
外
第
五
十
六
号

　

令
和
二
年

十
二
月
二
十
五
日　

山
梨
県
公
報

　
　
　
　
　
　

目　
　
　

次

　
　
　
　

規　
　
　

則

○
山
梨
県
立
や
ま
な
し
地
域
づ
く
り
交
流
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理
条
例
施
行
規
則	

一

○
山
梨
県
事
務
委
任
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則	

三

○
山
梨
県
立
障
害
者
支
援
施
設
設
置
及
び
管
理
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則	

三

○
山
梨
県
環
境
影
響
評
価
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則	

三

○
山
梨
県
家
畜
改
良
増
殖
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則	

四

○
山
梨
県
収
入
証
紙
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則	

四

　
　
　
　
　
　

規　
　
　

則

山
梨
県
規
則
第
五
十
七
号

　

山
梨
県
立
や
ま
な
し
地
域
づ
く
り
交
流
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理
条
例
施
行
規
則
を
次
の
よ
う
に
定

め
る
。

　
　

令
和
二
年
十
二
月
二
十
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

　
　
　

山
梨
県
立
や
ま
な
し
地
域
づ
く
り
交
流
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理
条
例
施
行
規
則

（
趣
旨
）

第�

一
条　

こ
の
規
則
は
、
山
梨
県
立
や
ま
な
し
地
域
づ
く
り
交
流
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理
条
例
（
令

和
二
年
山
梨
県
条
例
第
五
十
七
号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。
）
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定

め
る
も
の
と
す
る
。

（
指
定
管
理
者
の
指
定
の
申
請
）

第�

二
条　

条
例
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
山
梨
県
立
や
ま
な
し
地
域
づ
く
り
交
流
セ
ン
タ
ー
の
指

定
管
理
者
の
指
定
の
申
請
は
、
指
定
管
理
者
指
定
申
請
書
（
別
記
様
式
）
に
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を

添
付
し
て
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

一　

事
業
計
画
書

　

二　

収
支
計
画
書

　

三　

実
施
体
制
を
記
載
し
た
書
類

　

四　

団
体
の
概
要
を
記
載
し
た
書
類

　

五　

定
款
、
寄
附
行
為
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の

　

六　

法
人
の
登
記
事
項
証
明
書
（
法
人
の
場
合
に
限
る
。
）

　

七　

知
事
が
指
定
す
る
事
業
年
度
の
貸
借
対
照
表
及
び
損
益
計
算
書
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の

　

八	　

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
条
例
第
五
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
基
準
に
よ
る
指
定
管
理

者
の
選
定
の
た
め
知
事
が
必
要
と
認
め
る
書
類

（
利
用
料
金
の
減
額
又
は
免
除
）

第�

三
条　

条
例
第
十
二
条
の
規
則
で
定
め
る
場
合
は
障
害
者
基
本
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
八
十
四

号
）
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
障
害
者
及
び
そ
の
介
護
を
行
う
者
が
多
目
的
ホ
ー
ル
を
利
用
す
る

場
合
と
し
、
減
額
し
、
又
は
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
額
は
利
用
料
金
の
全
額
と
す
る
。

　
　
　

附　

則

（
施
行
期
日
）

1
	　

こ
の
規
則
は
、
条
例
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
項
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら

施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

2
	　

条
例
附
則
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
条
例
の
施
行
の
日
前
に
山
梨
県
立
や
ま
な
し
地
域
づ
く
り
交
流

セ
ン
タ
ー
の
管
理
に
関
し
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十
四
条
の

二
第
三
項
に
規
定
す
る
指
定
管
理
者
の
指
定
が
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
指
定
の
申
請
に
つ
い
て

は
、
第
二
条
の
規
定
の
例
に
よ
る
。



山
梨
県
公
報
号
外　
　

第
五
十
六
号　
　

令
和
二
年
十
二
月
二
十
五
日

二

別記様式（第２条関係）



山
梨
県
公
報
号
外　
　

第
五
十
六
号　
　

令
和
二
年
十
二
月
二
十
五
日

三

山
梨
県
規
則
第
五
十
八
号

　

山
梨
県
事
務
委
任
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

令
和
二
年
十
二
月
二
十
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

　
　
　

山
梨
県
事
務
委
任
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

山
梨
県
事
務
委
任
規
則
（
昭
和
四
十
三
年
山
梨
県
規
則
第
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。

　

第
三
条
第
三
号
中
ツ
を
ナ
と
し
、
カ
か
ら
ソ
ま
で
を
タ
か
ら
ネ
ま
で
と
し
、
ワ
の
次
に
次
の
よ
う
に

加
え
る
。

　
　

カ　

第
五
十
五
条
の
八
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
事
業
の
実
施

　
　

ヨ　

第
五
十
五
条
の
九
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
情
報
の
提
供

　

第
三
条
第
六
号
イ
中
「
及
び
ワ
か
ら
レ
ま
で
」
を
「
、
ワ
及
び
タ
か
ら
ツ
ま
で
」
に
改
め
、
同
号
ロ

中
「
ヨ
か
ら
レ
ま
で
」
を
「
レ
か
ら
ツ
ま
で
」
に
改
め
、
同
号
ハ
中
「
及
び
ワ
か
ら
レ
ま
で
」
を
「
、

ワ
及
び
タ
か
ら
ツ
ま
で
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
規
則
第
五
十
九
号

　

山
梨
県
立
障
害
者
支
援
施
設
設
置
及
び
管
理
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う

に
定
め
る
。

　
　

令
和
二
年
十
二
月
二
十
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

　
　
　

山
梨
県
立
障
害
者
支
援
施
設
設
置
及
び
管
理
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

山
梨
県
立
障
害
者
支
援
施
設
設
置
及
び
管
理
条
例
施
行
規
則
（
平
成
二
十
一
年
山
梨
県
規
則
第
五

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
二
条
中
「
梨
の
実
寮
等
」
を
「
あ
け
ぼ
の
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー
成
人
寮
等
」
に
改
め
る
。

　

第
三
条
の
表
山
梨
県
立
梨
の
実
寮
の
項
及
び
山
梨
県
立
あ
さ
ひ
ワ
ー
ク
ホ
ー
ム
の
項
を
削
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
規
則
第
六
十
号

　

山
梨
県
環
境
影
響
評
価
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

令
和
二
年
十
二
月
二
十
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

　
　
　

山
梨
県
環
境
影
響
評
価
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

山
梨
県
環
境
影
響
評
価
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
一
年
山
梨
県
規
則
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

　

別
表
の
五
の
項
中
ヘ
を
チ
と
し
、
ホ
を
ト
と
し
、
ニ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ホ	　

太
陽
電
池
発
電
所
の
設
置
の
工
事
の
事
業

（
事
業
の
用
に
供
す
る
区
域
の
面
積
が
十
八

ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）

太
陽
電
池
発
電
所
の
設
置
の
工
事
の
事
業
（
事

業
の
用
に
供
す
る
区
域
の
面
積
が
九
ヘ
ク
タ
ー

ル
（
当
該
区
域
に
森
林
（
森
林
法
第
二
条
第
三

項
に
規
定
す
る
国
有
林
及
び
同
法
第
五
条
第
一

項
の
地
域
森
林
計
画
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
民

有
林
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
一
ヘ
ク
タ
ー

ル
以
上
含
ま
れ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
一
ヘ
ク

タ
ー
ル
）
以
上
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）

へ	　

太
陽
電
池
発
電
所
の
規
模
の
変
更
の
工
事

の
事
業
（
事
業
の
用
に
供
す
る
区
域
の
面
積

が
十
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
増
加
す
る
も
の
に

限
る
。
）

太
陽
電
池
発
電
所
の
規
模
の
変
更
の
工
事
の
事

業
（
事
業
の
用
に
供
す
る
区
域
の
面
積
が
九
ヘ

ク
タ
ー
ル
（
当
該
区
域
に
森
林
が
一
ヘ
ク
タ
ー

ル
以
上
含
ま
れ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
一
ヘ
ク

タ
ー
ル
）
以
上
増
加
す
る
も
の
に
限
る
。
）

　
　
　

附　

則

（
施
行
期
日
）

1　

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
五
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

2
		　

太
陽
電
池
発
電
所
の
設
置
の
工
事
の
事
業
又
は
規
模
の
変
更
の
工
事
の
事
業
で
あ
っ
て
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
（
こ
の
規
則
の
施
行
の
日
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
施
行
日
」
と
い

う
。
）
以
後
そ
の
内
容
を
変
更
せ
ず
、
又
は
事
業
規
模
を
縮
小
し
て
実
施
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）

に
つ
い
て
は
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
別
表
の
五
の
項
ホ
及
び
ヘ
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

　

一	　

施
行
日
前
に
山
梨
県
環
境
影
響
評
価
条
例
（
平
成
十
年
山
梨
県
条
例
第
一
号
）
第
六
条
第
三
項

第
二
号
の
措
置
が
と
ら
れ
た
事
業
又
は
同
条
例
第
七
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
送
付
が
あ
っ
た
事

業

　

二　

施
行
日
前
に
次
に
掲
げ
る
許
可
の
う
ち
当
該
事
業
の
実
施
に
要
す
る
全
て
の
許
可
を
受
け
た
事

　
　

業

　
　

ア　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
十
条
の
二
第
一
項
の
許
可



発
行
者　
　

山

梨

県　
　

甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号　
　
　
　
　

印
刷
所　

㈱
サ
ン
ニ
チ
印
刷　

甲
府
市
北
口
二
丁
目
六
番　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
梨
県
公
報
号
外　
　

第
五
十
六
号　
　

令
和
二
年
十
二
月
二
十
五
日

四

　
　

イ	　

農
地
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
二
十
九
号
）
第
四
条
第
一
項
又
は
第
五
条
第
一
項
の

　
　
　

許
可

　

三	　

前
号
ア
及
び
イ
に
掲
げ
る
い
ず
れ
の
許
可
も
要
し
な
い
事
業
で
あ
っ
て
、
施
行
日
前
に
電
気
事

業
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
七
十
号
）
第
四
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
な
さ
れ

た
も
の

山
梨
県
規
則
第
六
十
一
号

　

山
梨
県
家
畜
改
良
増
殖
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

令
和
二
年
十
二
月
二
十
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

　
　
　

山
梨
県
家
畜
改
良
増
殖
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

山
梨
県
家
畜
改
良
増
殖
法
施
行
細
則
（
昭
和
二
十
六
年
山
梨
県
規
則
第
四
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
二
条
中
「
第
十
二
条
但
書
の
「
家
畜
人
工
授
精
用
精
液
を
採
取
す
る
回
数
」
は
一
年
」
を
「
第
十

二
条
た
だ
し
書
の
家
畜
人
工
授
精
用
精
液
を
採
取
す
る
回
数
は
、
一
年
に
つ
き
」
に
改
め
る
。

　

第
五
条
の
見
出
し
を
「
（
標
識
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
許
可
証
は
第
二
号
様
式
に
よ
る
も
の
と

し
、
同
項
の
標
識
は
第
三
号
様
式
」
を
「
標
識
は
、
第
二
号
様
式
」
に
改
め
る
。

　

第
六
条
中
「
第
四
号
様
式
」
を
「
第
三
号
様
式
」
に
改
め
る
。

　

第
七
条
を
削
る
。

　

第
八
条
中
「
第
六
号
様
式
」
を
「
第
四
号
様
式
」
に
改
め
、
同
条
を
第
七
条
と
す
る
。

　

第
九
条
を
第
八
条
と
す
る
。

　

別
表
の
一
㈠
の
表
一
般
科
目
の
項
中
「
関
係
法
規　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

｜　
　
　
　
　
　
　
　

三
時
間
」
を
「
関
係
法
規　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

｜

　
　
　
　
　
　
　
　

五
時
間
」
に
改
め
、
同
表
専
門
科
目
の
項
中
「
人
工
授
精
」
を
「
家
畜
人
工
授
精

及
び
家
畜
人
工
授
精
用
精
液
の
保
存
」
に
改
め
、
別
表
の
一
㈡
の
表
中
「
人
工
授
精
」
を
「
家
畜
人
工

授
精
及
び
家
畜
人
工
授
精
用
精
液
の
保
存
」
に
改
め
、
別
表
の
二
㈠
の
表
一
般
科
目
の
項
中
「
関
係
法

規　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

｜　
　
　
　
　
　
　
　

三
時
間
」
を
「
関
係
法
規

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

｜　
　
　
　
　
　
　
　

五
時
間
」
に
改
め
、
同
表
専

門
科
目
の
項
中
「
人
工
授
精
」
を
「
家
畜
人
工
授
精
及
び
家
畜
人
工
授
精
用
精
液
の
保
存
」
に
改
め
、

「
処
理
」
の
下
に
「
及
び
保
存
」
を
加
え
、
別
表
の
二
㈡
の
表
中
「
人
工
授
精
」
を
「
家
畜
人
工
授
精

及
び
家
畜
人
工
授
精
用
精
液
の
保
存
」
に
改
め
、
「
処
理
」
の
下
に
「
及
び
保
存
」
を
加
え
、
別
表
の

三
㈠
の
表
一
般
科
目
の
項
中
「
関
係
法
規　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

｜　
　
　

　
　
　
　
　

三
時
間
」
を
「
関
係
法
規　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

｜　
　
　
　

　
　
　
　

五
時
間
」
に
改
め
、
同
表
専
門
科
目
の
項
中
「
人
工
授
精
」
を
「
家
畜
人
工
授
精
及
び
家
畜

人
工
授
精
用
精
液
の
保
存
」
に
改
め
、
「
処
理
」
の
下
に
「
及
び
保
存
」
を
加
え
、
別
表
の
三
㈡
の
表

中
「
人
工
授
精
」
を
「
家
畜
人
工
授
精
及
び
家
畜
人
工
授
精
用
精
液
の
保
存
」
に
改
め
、
「
処
理
」
の

下
に
「
及
び
保
存
」
を
加
え
る
。

　

第
二
号
様
式
を
削
り
、
第
三
号
様
式
を
第
二
号
様
式
と
し
、
第
四
号
様
式
を
第
三
号
様
式
と
し
、
第

五
号
様
式
を
削
る
。

　

第
六
号
様
式
中
「
（第

８
条
関
係

）
」
を
「
（第

７
条
関
係

）
」
に
改
め
、
同
様
式
を
第
四
号
様
式

と
す
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
規
則
第
六
十
二
号

　

山
梨
県
収
入
証
紙
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

令
和
二
年
十
二
月
二
十
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

　
　
　

山
梨
県
収
入
証
紙
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

山
梨
県
収
入
証
紙
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
山
梨
県
規
則
第
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

　

別
表
第
三
百
九
十
六
号
中
「
種
畜
証
明
書
書
換
え
交
付
手
数
料
」
を
「
種
畜
証
明
書
書
換
交
付
手
数

料
」
に
改
め
、
同
表
第
三
百
九
十
九
号
を
削
り
、
同
表
第
四
百
号
中
「
家
畜
人
工
授
精
師
免
許
証
書
換

え
交
付
手
数
料
」
を
「
家
畜
人
工
授
精
師
免
許
証
書
換
交
付
手
数
料
」
に
改
め
、
同
号
を
同
表
第
三
百

九
十
九
号
と
し
、
同
表
中
第
四
百
一
号
を
第
四
百
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。

　

四
百
一　

家
畜
人
工
授
精
所
開
設
許
可
申
請
手
数
料

　

四
百
一
の
二　

家
畜
人
工
授
精
所
開
設
許
可
証
書
換
交
付
手
数
料

　

四
百
一
の
三　

家
畜
人
工
授
精
所
開
設
許
可
証
再
交
付
手
数
料

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。


